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ANIA
－賀|こ戻る冷間試験

ストーブがOFF状態である

Mボタン長押ししてください。
MenuTestl/0という表示がでるまで+か-ボタンを押してください。

Mボタンをおしてください｡Pass:0と表示されます。

パスワード-13を入力するために-ボタンをおしてください。
Mボタンを押すとCO:Menutestと表示されます。

各装置の試験動作に移動する場合は+または一ボタンを押してください。
0/1ボタンを押してエスケープできます。

C1:着火ヒーター

C2:排気ファン

着火ヒーターON

排気ファンON40g/s以上であれば正常です。

ペレット搬送スクリューモーターON
Err.C11=低電流(安全装置の介入）
Err.C22=正常
Err.C33=高電流(オーガロック）

Cor.…

Err.C22
C3:ペレット搬送スクリュ

温風ファンON(最大）

現在の排気温度を読取ります。

なし

C4温風ファン

C5:排気温度センサー

C6:給気フローセンサー

C7:室温センサー

C8:リモコン温度センサー

C9:バキュームメーター

C10:給気温度センサーl
C11:AUXポート

C12:リモコン受信度合’

現在の室温を読取ります。

30秒間の圧力検査をします｡数値が30以上150未満なければいけません。

なし

ポートに接続されていれば"ONAux-Port''と表示されます。

リモコンと本体の受信度合を表示します。

パラメーター
Mボタン長押ししてください。

Setupと表示されるまで+または－ボタンを押してください。
Mボタンをおしてください｡Pass:0と表示されます。
パスワード-13を入力するために-ボタンをおしてください。

Mボタンを押すとパラメーターに入ります。

ストーブがOFF状態であればResetSetUp､ON状態であればLANG.ENGUSHが表示されます。

Mボタンを押してパラメーター表を順に降りていきます｡戻るにはAボタンを押すと戻ります。
パラメーターの各数値を変更するには十または一ボタンを押します。
0/1ボタンを押してエスケープできます。
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備考パラメーター

Reset Setup

Lang

値
0

ENGUSH

説明

コード11を入力でパラメーター初期値にリセット

言語の設定

諏
一
″
一
″

各装置の状態が表示､プラスボタンでアラームﾘｽﾄ表示
排気温度､排気ファン回転数､室内温度
負圧(開)､給気温度

/／VerificaValori /／

リモコン温度センサー温度

給気流速値
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TbCONS

Husso

MAINHZ

T･BOARD

PASCAL

SONDAASP.
しUIo oQo

E－＝･筆へnn

MatematicheLeonardo

IDscheda

LiveIIoSegnale

PELLETAUT

AirAC

基盤潟度

燃焼炉と設置部屋内の差圧を読取ります。

給気温度

燃料搬送モーター
レオナルドシステムにて計算されて数値を表示

出荷時コード

リモコンとストーブの受信度合

レオナルドシステムにて計算されて数値を表示
排気ファン回転数(AC)

なし
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酢 着火までに時間がかかり煙が多い場合は数値を最大で2上げてください。

燃焼ポットに多くのペレットが残っている場合は数値を最大で4上げてください。排気ファン回転数(AR) g/sAirAR 36

36 1排気ファン回転数(PW) g/sAir PW

PascalcheckOFF炎の立ち上がりがなく､赤黒い色であれば数値を最大で4上げ
て下さい。
煙突が非常に高く燃焼ﾎｯﾄ内のペレットが躍るようであれば数値を最大で4下げ
て下さい。

排気ファン回転数(P1) g/sAirP1 28

排気ファン回転数(P2) g/sAirP2 32

排気ファン回転数(P3)AirP3 g/s36

温風ファンOFF!時排気ファン回転数(P1)

温風フアンOFFI時排気ﾌｱﾝ回転数(P2)

温風フアンOFFI時排気フアン回転数(P3)
給気センサー下限値(AC)

給気センサー下限値(AR)
給気センサー下限値(P1)

給気センサー下限値(P2)

給気センサー下限値(P3)
温風ファンOFF時給気センサー下限値(P1)

温風フアンOFF時給気センサー下限値(P2)

温風フアンOFF時給気センサー下限値(P3)
温風ファン回転数(P1)

温風ファン回転数(P2)

温風ﾌｧﾝ回転数(P3)
温風ファン起動排気温度

ペレット供給量(AC)

ぺしツト供給量(AR)

ペレット供給量(PW)
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AirPA

AirPB

AirPC

AirFIowAC

AirFIowAR

AirFIowP1

AirFIowP2

AirFIowP3

AirFIowPA

AirFIowPB

AirFIowPC

ConfAirP1

ConfAirP2

ConfAirP3

Startfan

PelletAC

PelletAR

PelietPW
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ペレット供給量(P1)

ペレット供給量(P2)

ペレット供給量(P3)

温風ファンOFF時ペレット供給量(P1)
温風ﾌｱﾝOFF時ペレット供給量(P2)
温風フアンOFF時ペレット供給量(P3)

ペレット供給量下限値(P1)
ペレット供給量下限値(P2)

ペレット供給量下限値(P3)

ペレット供給量上限値(P1)

ペレット供給量上限値(P2)

ペレット供給量上限値(P3)

温風ﾌｧﾝOFF時ペレット供給量下限値(P1)
温風ﾌｧﾝOFF時ペレット供給量下限値(P1)

温風ファンOFF時ペレット供給量下限値(P1)

温風ﾌｧﾝOFF時ペレット供給量上限値(P1)

温風ﾌｧﾝOFF時ペレット供給量上限値(P1)

温風ﾌｧﾝOFF時ペレット供給量上限値(P1)

目標排気温度(P1)
目標排気温度(P2)

目標排気温度(P3)

温風ﾌｧﾝOFF時目標排気温度(P1)
温風ﾌｧﾝOFF時目標排気温度(P2)

温風ﾌｧﾝOFF時目標排気温度(P3)
AutoregのON/OFF

補正間隔時間(P1)

補正間隔時間(P2)

補正間隔時間(P3)

補正間隔時間(P1)
補正間隔時間(P2)

補正間隔時間(P3)

排気ﾌｧﾝ回転数下限値(P1)
排気ファン回転数下限値(P2)

排気ﾌｧﾝ回転数下限値(P3)

排気ファン回転数上限値(P1)
|排気ﾌｧﾝ回転数上限値(P2) "

排気ﾌｧﾝ回転数上限値(P3)

|温風ﾌｧﾝOFF時の排気ﾌｧﾝ回転数下限値(P1)
温風ﾌｧﾝOFF時の排気ﾌｧﾝ回転数下限値(P2)

温風ﾌｧﾝOFF時の排気ﾌｧﾝ回転数下限値(P3)
温風ﾌｧﾝOFF時の排気ﾌｧﾝ回転数上限値(P1)

温風ﾌｧﾝOFF時の排気ファン回転数上限値(P2)

PelletP1

PelletP2

PelletP3

PelletPA

PelletPB

PelletPC

PelletP1L

PelletP2L

PelletP3L

PelletP1H

PelletP2H

PelletP3H

PelletPAL

PelletPBL

PelletPCL

PelletPAH

PelletPBH

PelletPCH

TempTestl

TempTest2

TempTest3

TempTestA

TempTestB

TempTestC

Autoreg

TimeReg・P1

TimeRegP2

TimeReg・P3

TimeRegPA

TimeRegPB

TimeReg・PC

AirlLow

Air2Low

Air3Low

AirlHigh

Air2High

Air3High

AirALow

AirBLow

AirCLow

AirAHigh

AirBHigh
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温風ﾌｧﾝOFF時の排気フアン回転数上限値(P3)

圧力値下限値(P1)
圧力値下限値(P2)

圧力値下限値(P3)

温風ファンOFF時の圧力値下限値(P1)

温風ﾌｱﾝOFF時の圧力値下限値(P2)

温風ﾌｱﾝOFF時の圧力値下限値(P3)
PascalautoのON/OFF

20秒ごとにPascalcheckを行います。

点火時における圧力値の下限値

点火時における圧力値の上限値
p1 T卿寺'三I亭戸口六万I下下ミーフワテフワ刀マーFワーベーこ▽フフーロプフー
圭埜去拾F－I士÷

ACとARの段階に移行するための温度差

g/s
-

pascal

pascal
-

pascal
ﾛ■■■■■■■■■■■■■

pascal
-

pascal
-

pascal

AirCHigh

PascaIP1

PascaIP2

PascaIP3

PascalPA

PascalPB

PascaIPC

PascalautoON/OFF

PASCALCLOCK

ACminPa

ACmaxPa

Timer

DeltaS.
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この値を下回ると､「Nodraft｣と表示

この値を上回ると､｢Initaircheckj表示

スタートボタンを押してから15分以内にこの排気温度に達しない場合アラームが
発生します｡BIock-FI/NoStart

運転段階(P1,2,3)に切り替わる排気温度70” CT.Start

oC 運転中にこの排気温度を下回るとアラームが発生します｡StopFire

oC この排気温度を上回るとアラームが発生します｡Smoke｡C/high

｡c この温度を上回ると火力1にて運転します。
Kg

Kg

Kg "CodeCLR"にて31入力でリセット

K9 5秒間Aボタンでリセット
No

I…表示時の解除方法h 表示時の解除方法ServiCeCAT

失火したとみなす排気温度

最高排気温度

基盤最高温度

販売店の介入を必要するペレット消費量
ユーザーにクリーニングを促すペレットの消費量

｢CAT｣のペレット消費量のカウント
｢UTE｣のペレット消費量のカウント

着火回数

稼働時間(P1)

稼働時間(P2)
稼働時間(P3)

温風ﾌｧﾝOFF時稼働時間(P1)

T･Stop 60．

T・maxE． 280

BOARDT.MAX 60

Serv・CAT 2000

Serv.UTE 800

PelletKgCAT

PelletKgUTE

StartACN.｡

TimeGoP1

TimeGoP2

TimeGoP3

TimeGoPA /

TimeGoPB /

司冒冠CLRTim膿＝圭一
TimeGoPC

1WashTimer 60

1WashTime 5

2WashTimer 40

2WashTime lO

3WashTimer 20

3WashTime l5

AWashTimer 60

AWashTime 5

BWashTimer 40

BWashTime lO

CWashTimer 20

CWashTime l5

MenDClima OFF
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ストーブは消火作業に移行しませんが､メッセージを表示しま

す｡これは､使用ペレット量がパラメータSERVICECAT

(es.2500KG)よりも高い場合に発生します。シーズンオフのメン

テナンスを行い､＋-ボタンでｺｰﾄ31を入力しMボタンを押して
キロカウンターをリセットしてください。
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mInutI
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secondi
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secondi
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minuti
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minuti

secondi
-
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運転状況メモリーをｺｰﾄ31を入力してリセット
|クリーニング間隔(P1)
|クリーニング時間(P1)

クリーニング間隔(P2)

|クリーニング時間(P2)

|クリーニング間隔(P3)
|クリーニング時間(P3)

|温風ﾌｧﾝOFF!時ｸﾘｰﾆﾝｸ間隔(P1)
|温風ﾌｧﾝOFFi時クリーニング時間(P1)

|温風ﾌｱﾝOFFI時クリーニング間隔(P2)

|温風ﾌｱﾝOFF時クリーニング時間(P2)

|温風ﾌｱﾝOFF時クリーニング間隔(P3)
|温風ﾌｱﾝOFF時クリーニング時間(P3)
confb,tClimaのON/OFF

L
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設定室温に達すると消火し現在室温が設定室温より2℃下がると自動着火を繰返
します

2。 ConfortClima再着火源麿姜 oCCo.Climadelta

思火大駆U」 米ホー9~。

もしこのパラメーターがoならディスプレーに表示される温度が実際の排気温度で
す。
このパラメーターを変更することで実際の排気温度よりより高く､またはより低く
*IIfn丑匙'一壽圭.廿患日的ﾁ,､がLI圭才

排気温度センサーの更正 。CADJTC 10

室温センサーの更正

圧力値の更生

給気流測値の補正

初期ペレット投入量

消火時､排気ファンが最大で回転する時間

ペレットリザーブON/OFF

消火時の排気ファン稼働最低時間

火力切替潟廣善(P1→P2)
火力切替温匿芸(P2→P3)

ADJTA

ADJPASC.

ADJFLOW

LoadPell

ACFinalWash

RISERVA

TimeFanOFF

DeltaP2/PB

DeltaP3/PC
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ディスプレイ上に設定された値に基づいてペレットが供給された数値を計算

GestioneBlackOUT:-ready=immediato

-delay=c/analisig/''estrattoreh｣mi
-Stop&C=dipendentedallatemperaturatermocoppia

/／BLACKOUT DELAY

5’ ｜ウオームアップ持続時間Wannuptime

排気温度がこの温度を超えた場合に自動的に最少火力に
運転を切替えます。

CASPIRAT.MAX OFF

ASPIRAT.MAXの値を超えて最少火力で運転を行っていて

もこの数値を超えた場合アラームを発生させストーブを消火
モードへ移行させます。

CASPIRAT.ALA OFF

リモコンの温度センサーのON/OFF

リモコンアラーム音のON/OFF
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TEMP.CONS.

BUZZERCONS

ON
■■■■■■■■■

OFF ONリモコンに温度情報を受信するたびにビープ音がします.

TEMPCONS.ON:設定時間内にリモコンの温度センサーか
ら受信されない場合に自動的に火力P1に切り替える。

30’ MinutiTIMECHECK

リモコンの自動リセットのON/OFF

リモコンの周波数(L)

リモコンの周波数(H)

燃料搬送オーガモーター電流下限値

燃料搬送オーガモーター電流上限値

Lowcurrent電流制限値(OFF/1/99)

Highcurrent電流制限値(OFF/1/99)
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RADIOres.

CODICEL

CODICEH

Correntemin

Correntemax

Ev・culfIow

Evbcur.high

ALRLOWCURRENTが発生するようであれば数値を下げてください。

ALR.HIGHCURRENTが発生するようであれば数値を上げてください。
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扉や燃料タンク蓋をあけた際にこの時間以内だとLowcurrentアラームは発生しま
せん。

Lowcurrent発生時間差 secondiTimelowcur 50

13 1オーガモーターブレーキ値 EnumericoBraketime

この時間以上の揺れを感知した場合にEarthquakealannが
発生

耐震のアラームが発生した場合､通常の消化段階を継続し､消火しますsecondiQuakeTime 8


